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第

i

一

十

六

卷

第

士

ー

號

-

. 

• 

• 

.

.

恐

慌

謐

ミ

修

I E
主

義

.

• 

•
 

r
 

.
 

.

.

町

田

.義
，

一
：部

.

.

,

J

開
題

——

ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

'?J

マ
ル
ク
ス
•エ
ン
ゲ
ル
ス
の
恐
慌
說 

U

 

ロ
ー
ザ

•
ル
ク
セ
ン
ベ
ル
グ
の
反
駁

V

ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
反
批
判 

S

カ
ウ
ツ
キ
ィ
の

E-
M

—

論
^
の
跡

.

i

カ
々
ッ
キ
ィ
は
嘗
て
マ
ル
ク
ス
恐
慌
論
の
饨
質
に
就
て
次

.の
如
く
述
べ
友
こ
と
が
ぁ
る
。

「

マ
讣
ク
ス
が
我
々
に
そ
の
解
決
を
殘
し
て
行
つ
た
最
も
困
難
な
.經
濟
上
の
.
問
題
は
、
恐
ら
く
周
期
的
恐
慌
の
そ
れ
で
ぁ
ら
ぅ
。

マ
ル 

ク
ス
.の
死
後
、.
彼
の
理
論
の
修
正
、
若
し
く
は
全
く
の
變
革
を
必
要
と
す
る
新
ら
し
い
現
象
が
現
は
れ
て
來
た
か
も
し
れ
ぬ
け
れ
ど
、
 

恐
慌
論
ど
修
11
-
:義
 

一

0
1

三
六
七)



ソぐ

,

i

達

彻

^

 

2
三六八

) 

孥困難といふのはそこに？

f

では友い

J

崖
義

I

產
義
と

f

ル
ミ 

短
命
な
幻
想
た
茗

f

摩
っ
た
。

I

困難

S

 

恐
f

關
富
識
明
の
際

2

碁

洛

$
霍

る

。
；：マ

ル

念

「

I

に
就
て
翁
い
S

る

覺

:;
l

s
っ
て
も
明
か
な
の
.で
I

。一
 
併
し
：彼
は
個
々
•の
要
素
|

明
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
れ
を 

總
栝
f

述
べ
；る
#

に
は
茧
_

が

ふ
ス
：フ
イ
ン
'誠

Q:

■

潔

ね

f

ら

な

い

ず

ブ

ル

2
 

で
tdcsy

プ
ル
1
0

恐

纖

1
8

說
|

あ
っ
て
|
|

こ
の
問
f

過
I

世
紀
に
苴
っ
て
、
.彼
の
後
繼
者
達
は
如
何
に
解
^̂

先
づ
出
逢
ふQ

は
べ
ル
シ
：t

タ
イ
ン
の
修
■
論
で
IO:

此
恐

 ̂

ル
ン
シ
ュ 

タ
イ
ン
：で
あ
つ
た
と1K:

へ
る
で
あ
I

,之
に
對
す
る
彼
の
霸

ッ
キ
イ
の
反
駿
と
な
つ
.たQ

で
I
O

併
し
乍
ら
此
論
爭
.は
少
な
く
f

恐
慌
論
I

す
る
f

、
僅
か
に
そ

の

問

題

の

所

在

に

觸

1
 

た
に
過
ぎ
均
極
め
.て
幼
稚
な
も
の
で
あ
つ
た
と
.云
は
れ
ば
な
ら
，ぬ
で
あ
ら
ぅ
。

效
に
此
論
f

取
上
げ
た
'の
は
、
之
に
理
論
上
の
價
値
を
認
め
てQ

こ
と
で
は
な
く
、
I

が
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
靈
論
發
股
の
跡
を 

-
尙
マ
：ル
：ク
シ
ズ
：ム
_
8

窮
極
|

て
そ
の
：「

崩
壊
論」

：
I

然
關
聯
せ
し
め
：ら
^

j

I
!
I

I

一

l
r
_
u
; 

j
.
r
.
i

麵

續 

1
^
8
^
-

觸

れ

ず

に

置

く

び

：

,

•

, 

.

'論
#
の
‘初
端( 「

社
會
主
義
の
諸
問
題」

と「

社
會
改
良
か
革
命か

」；} 

•

周

知

の

如

く

べ

ル

ン

シ

ュ

タ

イ

ン

の

r

*

M論

」

は

.

D
i
e

 

N
e
u
e

 

Z
e
i
t
,

 

1
S
9

6
4

S -S

に

連

節

さ

れ

夂

「

社

俞

主

« -
の

諸

問

題
」

ぬ

. 

始

ま

り

、

,.
.次

い

で

方

ゥ

ッ

キ

イ

と

ヴ

タ

ト

ル

•

ア

ド

ラ

ー

の

勸

め

に

應

じ

.て

一

八

九

九

年

に

著

は

し

た

「

社

會

主

義

の

諸

前

提

と

社

會
 

’民

主

黨

の

任

務

」

に

於

て

完

成

さ

れ

た

。

從

つ

て

彼

の

恐

慌

现

論

に

就

て

も

亦

-.
.

'

_曾
屯

_

の

識

問

題

」

ま

.で
：溯

る

わ

け

で

あ

る

0

此 

論

文

.の

非

難

者

の

.一
A

-i
-'
t

て

早

速

反

駁

論

を

草

し

た

の

が

ロ

—

ザ

•
•ル

ク

セ

ン

.ベ

ル

ダ

で

あ

る

、

即

ち

一

八

九

八

年

九

爿

ー

一

ナ

日

以 

.

降

9

-I
-
ラ

イ

プ

チ

，
ッ

ヒ

國

民

新

聞

」

.所

載

の

「

社

#

改

革

か

革

命

か

」

遍

ヾ

ー

八

九

九

年

に

單

行

臀

と

し

て

公

刊

〉

が

之

で

あ

る

o

從

つ 

て

.へ
•
•ル
ン
：
シ
ュ
_タ

イ

ン

の

.
~1
'
社

#

主

義

の

諸

前

提

と

社

會

民

主

黨

の

任

務

」
：

の

第

三

.章

第

四

節

「

恐

慌

と

近

世

經

濟

の

：適

應

能

力

」

中
 

に

说

陳

^

れ

た

彼

の

恐

慌

.に

關

す

る

意

見

^

自

づ

と

(

一〕

マ
ル

ク

ス

.：
®
.エ

シ

♦ケ

ル

ス

說

の

批

評

と

I (

ニ

)
」

口
.
.丨
.ザ

* 

■
ル
.ク

セ

ン

.ベ
ル 

グ

に

對

す

る

反

批

判

を

中

心

と

し

て

の

彼

自

身

の

見

解

の

被

瀝

と

に

ニ

分

さ

れ

て

靥

る

0

先

づ

こ

の

ニ

點

に

就

て

彼

の

說

く

所

を

聞

く
 

事

と

す

る

a 

-

i

-

ベ

ル

A

シ

ュ

タ

イ

ン

と

マ

ル

ク

ス

•
>
!

 

A

ゲ

ル

ス

の

恐

慌

說

ベ

：ル
，ン

シ

ュ

タ

イ

ン

說

に

依

れ

ば

、

マ

ル
ク
ス
：

: -
エ

ン

ゲ

ル

ス

，の

恐

慌

說

に

は

矛

盾

が

あ

る

と

衮

ふ

の

で

あ

.る

0

即

ち

先

づ

彼

等

は
 

:

共

に

彼

等

以

骱

の

社

會

屯

義

者

の

主

張

す

る

過

少

消

费

恐

慌

論

，に

は

大

反

對

で

あ

つ

た

0
/
殊

に

冶

ン

.ゲ

.ル

ス

は

幾

使

も

劇

し

く

之

に

反

對

し

た

-.
0
:

:

:

:

'..
;

-,
ス
 

.

^

. 
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,

:

恐

^

！
&

J E
主
義
 

k

 

(

ニ

三

六
*?O

^
5
,
1
3
2 

n 

/ 

■w'̂b
v
v J3J, 
iih.1

.

Jt
 

h 
Idvnhhif̂
phl

i

:重：mP.*

|

I：IIIm
H

|if/
f 

i 
.

.SWItlf.-Bl .--

丨 Jixlfvyl

p
g 

■ 

J
- 
e-
1IJ
I
>

rc
s»
vJ-
-
<
/
^
J

i
s

,

'*
.
!
}

•̂y
a
w
^
^
l
^

g.
r
i
f
u
^
^

'.
^
-t
.-i
'
-l
'
^
^
^
l
l
g
x

xc



.

恐
慌
論
秦
市
泰

'

‘ 

四

QI1II

七
〇)

.

干
、

V
ゲ
ル
ス
の
過
少
消
費
說
の
反
對(

「

オ
ィ
ゲ
ン
•デ
ュ
リ
ン
グ
氏
の
科
學
の
變
革」

に
於
け
る
見
择)

”そ
の

最

螽

く

反

對

し

た

，の

.は
，、-恐
ら
く
デ
ュ
9
ン
グ
に
對
.す
る
辯
駁
論
文
の
第
一
.一

】

章
第
三
節
に
於
、て
1*
あ
ふ
う
0
該
節
に
於
て
.エ
ン
ゲ
ル 

.

.

.
5
1
.

一
醫
衆
の
消
費
過
少
も『

亦
恐
らy

震

の

.：一
條
件』

' ズ
あ
ら
う
け
れ
ど
、
そ
れ
は
恐
慌
が
往
時
に
存
し
な
か
つ
た
こ
I

殆
ん
ど
說 

明
し
な
い
过
同
樣
に
、
之
が
今
日
存
す
る
こ
.

W

を
始
ん
ど
說
明
な
い
.も
の
で
あ
る
ミ
述
べ
て
®
る
。」(S. 

1
0
9)

.而
し
て
マ
ル
ク
ス
も
同
一
見
解
で
あ
つ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
の
、

f

少
消
费
說
の
反
對(

「

資
本
論」

第
二
卷
に
於
け
る
見
解)

「『

資
本
論』

第
二
卷
に
言
ふ
。『

恐
慌
は
支
拂
能
力
あ
る
消
費
^
の
缺
乏
よ
り
起
る
美
ふ
は
、
單
に
同
義
異
語
を
反
覆
し
た
に
過
ぎ
な
い
0』

若 

.し

.
勞
働
者
階
級
は
彼
等
固
分
の
组
產
物
の
ま
常
に
僅
少
•な
る
部
分
を
得
る
に
過
ぎ
な
い
、•從
つ
て
彼
等
が
そ
れ
の
よ
り
多
く
‘の
部
分
を
受
け
る 

な
-ら
ば
、
直
ち
に
其
不
幸
-
の
素
因
は
.救
濟
さ
れ
る
で
あ
ち
う
？
云
ふ
言
を
以
て
、
：布
の
同
義
異
語
の
.反
覆
に
一
層
深
い
拫
據
，ら
し
き
も
の
を
與
へ 

.

言

W

欲
す
る
人
が
あ
る
な
ら
■ば
、
，其
結
泶
認
め
得
ら
る
.
Vこ
ミ
は
唯『

恐
俄
は
.如
何
な
-?
)場
合
に
も
、
賃
銀
.が
一.：
般
に
上
昇
し
て
勞
働
奔
階

汲 

' 

.が
^
々
の
生
產
,
中
消
鹰
の
用
.に
、供
せ
ら
る
べ
含
部
分
か
ら
、
划
前
ょ
り
も
ー
.層
冬
傲
の
分
配
に
霞
與
る
所
の
或
期
間
に
ょ
つ
ご
、
H

 

.

さ
る
\

で
あ
ら
う』

ミ
云
ふ
ぶ
ざ
に
過
き
ぬ
で
あ
ら
う
。
斯
く
て
資
本
生
義
的
张
產
は『

蕃
惡
何
れ
の
意
志
に
も
無
關
係
な
る
諸
條
件
を
.包
含
し
、
 

而
し
て
其
諸
條
件
は
布
の
勿
き
勞
働
若
階
級
の
相
對
的
繁
榮
’を
た
父
一
時
的
に
、
而
も
常
に
恐
慌wi

其
ふ
暴
風
の
襲
來
を
fr
c
る
海
燕
.ミ
し
.て
の 

み
許
容
す
る
も
の
で
あ
る』

や
う
に
見
え
る
0し
'̂
^

59-.IIOY

捕
し
で.

H

ン
.ゲ
ル
ス
.は
.マ
.ル
ク
.ス
の
此
見
猶
に
脚
註
を
附
し
て
、
殊
に
口
i

ド
べ
ル
ク
ス
の
過
少
消
费
說
を
信
奉
す
る
者
に
對
しu

 

一.：故
意
を
與
へ
：て
思
る
o

 

.

.

.

パ，
ル
ッ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
所
謂
マ
ル
ク
ス
の
令
盾( 「

資
本
論」

第
三
潘
に
於
け
る
見
解)

，然
る
に
べ
ル
'ン
シ
'ュ
タ
•ィ
シ
，は
，

「

資
：本
論」

第
三
卷
笫
ニ
部
に
於
て
は
以
上
の
所
說
と
可
な
り
の
矛
盾
が
あ
る
と
見
る
の
で
あ
る
か

.

.

.

. 

' 

. 

. 

,

即
ち
マ
ル
ク
ス
が「

あ
ら
ゆ
る
經
濟
的
恐
慌
の
終
極
の
股
因
た
る
も
の
は
常
に
一
般
民
衆
の
貧
窮
と
消
費
制
K.

と
で
あ
つ
て
、
こ
れ
は 

决
座
ヵ
を
宛
も
|]
#
の
絕
對
的
消
毁
能
ヵ
の
み
が
そ
の
^:
^
た
る
か
の
如
く
に
、
:t
j
ハ
點
ま
で
發
腰
せ
し
め
ん
と
す
る
資
本
主
義
的
生
產 

の
爾
動
に
相
ひ
對
比
せ
る
も
の
で
あ
る
し
ハ
訊
:-
-〕

と
說
け
る
は
ロ
ー
ド
べ
ル
ト
ス
說
と
大
差
な
き
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
 

蓋
しa

丨
ド
べ
ル
ト
ス
の
說
く
所
も
軍
な
る
消
费
過
少
說
で
は
な
く
、
マ
ル
ク
ス
訟
同
搽
に
勞
働
坐
產
力
の
增
進
と
相
ひ
關
聯
し
て
の 

消
费
過
少
に
依
つ
て
恐
慌
は
惹
起
さ
れ
る
も
6
と
說
い
た
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
上
マ
ル
ク
ス
.の
右
の
，說
に
於
て
は「

民
衆
の
消
费

過
少
は
猶
そ
の
上
、
虫
產
上
の
無
政
府
狀
態
、
即
ちY

時
的
の
一
般
的
不
景
氣
を
惹
起
す
所
の
各
#:
®
門
に
於
け
る
生
產
の
不
均
衡
と
價

.

 

.

.

.
• 

1

 

•

格
の
變
動
と
に
相
ひ
對
立
せ
し
め
ら
れ
、
而
し
て
あ
ら
ゆ
る
現
實
的
恐
慌
の
窮
極
的
原
因
と
し
て
强
調
せ
ら
れ
て
居
る」

と
。(S

.
：
13) 

マ
ル
ク
ス
の
矛
腐
の
理
山

而
し
て
べ
>
ン
シ
ュ
.タ
ィ
ン
は
斯
く
の
如
き
第一

ー
卷
と
第
三
卷
と
の
章
句
に
表
は
れ
た
見
解
.の
相
違
を
以
て
、
兩
卷
成
立
の
年
代
の 

相
違
に
求
め
る
の
で
あ
名
。
第
二
卷
は
第
三
卷
ょ
り
も
十
三
四
年
後
に
、
即
ち
前
者
は
一
八
七
八
年
以
双
、

は
一
八
六
四
年
か
五 

年
に
組
革
さ
れ
た
.

(

ェ
ン
ゲ
ル
ス
のr

赘
本
論」

第
二
卷
序
文
の
證
言
に
依
り)

も
の
な
る
を
以
て「

概
し
て
一K

へ
ば
、
第
一
一
卷
は
マ 

ル
ク
ス
•の
研
鑽
の
最
も
晚
苹
の
、
.且
つ
最
も
圓
敷
せ
る
：

i

艰
を
包
含
し
て
居
る」

も
の
.と
見
る
。
然
ら
ば
第
二
卷
に
於
け
る
マ
ル
ク
K
 

說
を
如
何
に
見
る
か
0

.
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•
 
.
、
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マ
ル
ク
ス
の
恐
慌
周
期
說

恐
慌
論
3修
正
主
義 

：

、
. 

ぐ
；'

:

'

班 

2
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議

參

主

義

\

 

0
1
1
)

.

彼
は
マ
ル
ク
ス
說
で
は
第
二
卷
に
於
て「

I

の
周
期
的
性
質—

即
ち
略
ぼ
十
年
の
生
產
循
環
I

が
固
定
.

(

機
械
等
に
投
資
さ
れ

た
る〕

資
本
の
囘
轉
期
間
と
結
付
け
ら
れ
て
居
る」

も
Qi

見
るc

即
ち
資
本
主
義
的
生
產
の
發
膝

は

、
一

方

で

は

固
定
資
本
の
價
値
f

そ
の
壽
命
を
擴
大
す
る
傾
向
が
ぁ
る
と
共
に
、
又
此
壽
# :
|

產
手
段
の
斷
ぇ
ざ
る
變
革
に
傲
っ
て
短

く

な

る

傾

向

が

お

る

，

斯

く

て

「

相
瓦
關
聯
し
た
諸
回
轉
の
何
ヶ
年
か
を
包
括
せ
.る
獲—

資
本
が
.そ
の
固
定
部
分
の
爲
め
一
に
通

過

を

餘

儀

な
ぐ
さ
れ
る
听
のー

こ
依
っ 

'
 

.て
-
素
の
通
過
す
ベ
i

、
適
度
i

、
過
i

欲
、
並
鐘
の
相
次
い

I

各
i

含

露

れ

生

 

じ
來
る
の
で
t
。」

I
橥
放
下
の
期
間
は
各
非
常
に
相
霉
し
て
居
り
、
又
場
所
に
依
？

異
宅
は
居
る
が
、

而
も
恐
慌
は
黑
大
現
獎 

〗

新
投
寒
出
發
¥
な
り
、
從
っ
て
又
社
會
|
に
就
て
麵
察
す
れ
ば「

多
か
れ
•少
な
か
れ
、次
に
来
る
べ
き
回
轉
震
の
新
た
&
る」

i

的

又
べ
ル
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン
は
之
と
同

I

見
解
は
同
卷
の
資
本
の
I

窘
論
ず
る
場
合
に
用
ひ

ら

れ

、

又

r

蓄
橫
と

讀

I

産

」

の 

章
に
於
て
も
|

過
剩
と
恐
慌
の
論
ぜ
ら
れ
て
居
る
こ
と
を
指
摘
し
たo

(

此
點
に
就
て
は
他
の
響
S

り
登
は
省
略
す
る

)

H

ン
ゲ
ル
ス
の
思
想
の
變
化 

ン

：

.

.
ベ
ル
ン
.シ
ュ
タ
ィ
ン
の
指
摘
す
る
如
く
*
ェ
ン
ゲ
ル
ス
は「

資
本
論」

第
三
卷
に
於
て
、
：マ
ル
：ク
ス
の
資
本
再
生
產
論
屮
I
I 

れ
た
す
場Q

樊
は
資
本
主
義
的
經
濟Q

矛
f

ょ
り
廣
い
範
圍
に
移
し
、
從
っ
て
之
を
促
進
せ
し
む
る
も

の

で

ぁ

t

の

蓋
 

し
い
妻
に
適
用
し
て
、
？
 S

會
殊
S

I

一
 
部
九
七
頁
第I

一
部1

S 
(

高
畑
S

第11.

ー
卷
上
.九
四
I

九
五
頁
、
同
下
卷
三 

〇
丄
ニ一

頁)

I

に
於
て
述
べ
て
居
る
、
即
ち
ェ
ン
ゲ
ル
ス
は
後
者
|

で
前
f

そ
れ
を
概
括
し
、
補
足
し
て
居
る
。

 ̂

f

 

4

1
雰

罡

於

'
.マ
ル
ク
ス
f

f
後
に
I
、
而
し
T

u

f

f實
f
樹
立
せ
る
層

i
の

者

な
る
發
達
、
新H

槳
國
が
益
々
英
告
利
、、

」

の
競
带
場
裡
に
出
現
す
る
期
、
並
に
ョ
ー
ロ
ッ
バ
の
過
剩
資
本
に
對
す
る
投
下
龅
園
の
不
斷
の
擴
大
を 

擧
げ
て『

舊
來
の
恐
慌
中
心
地
及
び
恐
慌
鼓
生
の
機
會
の
多
く
を
除
去
し
、
又
は
著
し
く
薄
弱
な
る
も
のw

な
し
た』

所
の
要
因w
爲
し
て
君
る
。 

0

V

,

ヵ
ル
テ
ル
及
び
ト
ラ
ス
ト
の
闪
國
市
場
に
於
け
る
競
郇
制
限
の
手
段
ゼ
し
て
P
時
徵
を
擧
げ
、
又
英
士n

利
以
外
の
世
界
を
圍
繞
せ
る
保
鍵 

關
税
を
以
て『

11
1
:探
市
場
に
對
す
る
茭
配
力
を
決
诺
す
べ
き
、終
極
の一

般
时
工
業
戰
锻
の
出
帥
準
備』

ミ
し
，て
指
示
し
た
る
後
に
、
結
局
彼
は
爾 

く
の
如
く
し
て
、舊
來
の
恐
慌
の
科
規
に
對
抗
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
啟
因
は
、そ
れ
自
身
の
闪
部
に
將
來
の1

層
激
烈
な
る
恐
慌
の
萠
芽
を
織
し
て
居 

る』

ミ
㈱
は
し
て
.居
る
。
併
し
文
ラ
ン
ゲ
.ル
ス
は
..一
の
疑
問
を
起
し
て
謂

ふ
に
、
產
菜
上
の
景
氣
の
循
環
期
間
は
讹
思
貿
总
の
幼
少
期
た
る
ー
八 

1

五
郎
ょ
り1

八
四
七
部
に
茧
る
問
に
於
て
は
略
ぼ
五
苹
、
ニ
.八
四
七
牟
ょ
り

1

八
六
七
年
に
至
る
間
に
於
て
は
十
年
で
あ
っ
た
が
、
今
や
此
循 

環
期
間
は
新
た
に
純
長
さ
れ
及
か
っ
た
か
、
又
吾
々
は『

激
烈
無
比
な
る
來
る
诃
き
世
界
的
恐
^
の
準
備
時
代
に
在
る』

の
で
は
な
い
か
。
併
し 

彼
は
從
來
十
苹
锊
に
讓
せ
る
例
期
的
行
程
の
急
性
的
な
形
態
は『

種
々
の
國
々
に
,
々
な
時
期
に
配
分
さ
れ
た
る
.層
慢
性
的
循
環
、
即
ち
比 

較
的
長
期
間
に
瓦
る
だ
ら
く
の
不
景
氣
ミ
比
較
的
短
期
間
に
止
，ま
る
微
弱
な
填
業
囘
復
-i
の
交
代
：に
變
る』

こ
€
の
あ
り
得
る
こ
7£

を
.も
認
容 

し
て
居
る 

O
J 

C
S
S

.*II2.II3> 

•

ベ
ル
ン
シ
タ
イ
ン
の
疑
問

'

併
し
乍
ら
べ
.
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
斯
か
.る
記
述
以
後
に
經
過
せ
る
年
月
も
尙
右
の
疑
問
を
未
だ
に
解
決
せ
し
め
る 

に
至
ら
ず
し
て「

激
烈
無
比
な
る
世
#

的
經
濟
恐
慌
^

微
候」

も
確
證
ざ
れ
ず
、
|灭
恐
慌
間
に
介
在
す
る
事
業
囘
復
を
特
に
短
期
間
に
な 

つ
た
と
も
認
め
得
な
い
と
說
き
、
彼
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
ニ
疑
問
に
對
し
て
、
：寧
ろ
第
.三
の
疑
問
を
懐
く
の
セ
'あ
る
。「

即
ち

:

「

批
思
市
場
，の.
脆
園
の
非
常
な
擴
大
は
、
通
信
及
び
運
輸
交
通
に
要
す
る
時
間
の
異
常
な
る
短
縮
ミ
相
俟
っ
て
、
：擾
亂
調
整
の
可
能
性
を
著
し
く 

增
加
す
る
-

同
峙
に
、
ョ
ー
口
ッ
バ
の
：諸
エ
業
國
の
観
富
0

莫
大
な
る
猾
加
は
、
近
批
信
川
制
度
の
伸
縮
性
及
び
エ
难
上
の
ヵ
ル
テ
ル

勃
員
'̂

相 

恐
慌
論
ネ
倐
爪
主
雜 

七

。
5

セ
§



幾
' 

V
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I

恐
慌
論W

修
正
主
義

1
K

地
方
義
费
は
特
I

門
s

g

 

.1

響
業
界
に
i

す
！^

を

I

I

I

し
が
故
に
、
隨
5

少
な
く
f

今
後
稍
 々

久
し
き
I

舊
時
の
如
き
讓
上
の一:

般
的
恐
慌
は
概
レ
て
到
f

る
の
見
込
f

念

矗

S

ベI

は
な
.い
かv

(
s

s
.

 

I
I

I
)

,

.

是
ぞ
べ
ル

ゾ
シ
ュ
タ
ィ
ン
が
恐
慌
に
■
し
て
懷
い
S

問
I

I

同
時
に
、
.彼
の
そ
れ
農
す
る
囘
答
で
も
あ
っ
たo

之
に
對
し 

て
加
へ
ら
れ
た
反
駿
の「

が
旣
述
の
“

1ザV

ル
タ
$

&
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文
は
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s

n

マ
ル
ク
スV

ス
ム
批
判」

一
七
〇
丄
ニ
ニ
頁
の
譯
文
に
負
ふ
所
が
大
で
あ
る
。

註
三
高
畑
氏
—

第
看
下
ニ
五
豪
照
。9'
-

2

0 

註

四

同

：

同

，

第
二
卷一
五
〇
頁
參
照
o 

C
N

I
e

r
B

I
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)

:

'

■ 

ニ 

1
、

a

,
ザ

•
ル
ク
セ
>
ブ
ル
グ
の
反
驳

口
1
サ
•
ル
タ
セ
ン
フ
ル
ク
は
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン
が「

社
#;
主
，

翳

®」

中
に
於
て
資
本
_

的
經
濟
の
適
應
I

す
重
要 

な
手
段
と
見
做
す
も
の
I

用
制
度
、
交
通
機
關
の
馨
、
と
I

霸

合

で

I

見
て
、
之
等
の
f

 

n

i

l

 

力
と
し
て
の)

に
反
駁
を
加
へ
た
の
で
あ
る
o

信

用

の

適

應

能

力

の

否

宛

,

‘

•

一

 

,

.

|：•；

!
I

]

1
1
I
I
!
I
3>

;.saaag
難

づ

；

I

f

参
'

彼
女
は
资
本
主
蕺
經
濟
，の
下
に
於
け
る
信
州
の
主
耍
な
機
能
を
生
產
擴
張
ヵ
の
燴
大
並
に
交
換
の
媒
介
と
容
易
化
に
あ
.る
と
見
る
0» 

而
し
て
之
等
の
機
能
は
結
局
生
産
過
程
の
全
循
環
を
促
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
若
し
恐
慌
が
休
；産
擴
張
の
能
力
及
び
そ
の
傾 

向
と
眼
ら
れ
大
消
費
能
力
と
の
間
の
矛
盾
か
ら
起
る
も
の
と
す
れ
ば
、
信
用
は
之
等
の
矛
盾
を
破
裂
さ
.せ
る
特
別
：な
方
法
で
あ
る
と
主 

張
す
る
。
更
に
叉
信
用
は
資
本
家
に
他
ん
の
財
產
を
大
膽
に
A
E1
1

に
使
用
し
、
從
っ
て
40
£
1

な
投
機
'を
行
は
し
め
或
は
又
凡
て
の
交
揿 

關
係
を
僅
少
の
貨
幣
を
栽
礎
と
し
て
の
極
め
て
複
雜
な
組
織
に
變
へ
、
爲
め
に
少
し
の
動
機
に
も
混
亂
を
惹
起
せ
し
め
、
恐
慌
0
誘
發 

或
は
獷
大
を
容
易
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
の
考
を
持
つ
た
の
で
あ
る

。

今
茲
に
そ
の
結
論
を
述
ベ
る
に
次
の
如
く
で
あ
る

。

「

今
日
の
資
本
主
義
的
經
濟
に
於
て
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
矛
®
を
最
も
高
め
..る
手
段
あ
り

w

せ
议
、
そ
れ
は
正
に
信
用
で
あ
る
。
信
用
は
生
產
を
極 

度
に
擴
張
せ
し
め
る
が
、
併
し
交
換
を
最
小
の
.原
因
に
依
っ
て
も
杜
絕
せ
し
め
、
斯
く
て
生
產
方
法
マ」

交
換
方
法
2
の
間
の
矛
盾
を
堺
大
す
る
。 

信
用
は
虫
產w

所
咐w

を
分
離
せ
し
め
、
生 

1產の
.用
に
供
せ
ら
る
る
資
本
を
社
會
的
資
本
に
變
化
せ
し
め
、
併
し
利
^
を
資
本
利
子
.の
形
態
、
從 

っ
て
钳
な
る
财
產
證
書
に
變
化
せ
し
め
る
こ
ミ
に
依
り
、
生
產
方
法
獲
得
方
法
ミ
の
間
の
矛
盾
を
增
大
す
る
。
信
}|
]
は
多
數
小
資
本
家
を
强
淛 

的
忆
收
M-
J
す
る
こ
ミ
に
依
り
、
少
數
请
の
手
に
莫
大
な
生
康
力
を
併
合
せ
し
め
、
斯
く
て
財
產
關
係
ぜ
坐
產
關
係
ミ
の
：間
の
矛
盾
を
滑
犬
す
る
。 

信
川
は
坐
產(

株
式
會
S

に
對
す
る
國
家
.の
干
渉
を
必
要
な
ら
し
め
る
こ
€

に
依
っ
て
、
生
產
の
§

的
f

迖
私
的
性
質
迖
の
間
の
矛
盾
を
培 

大
す
る
。

.M

言
に
し
て
一

K

へ
ば
、
信
)|
]

は
資
本
主
義
的
社
會
の
あ
ら
ゆ
る
生
な
矛
质
を
洱
也
產
す
る
。
信
^

は
そ
れ
等
の
矛
质
を
極
度
に
激
滅
せ
し
办
、
 

乜
の
速
度
を
！：十
め
、
斯
く
て
そ
れ
自
體
.
.の
杏
锘
|

崩
壤
丨
に
向
っ
.て
氤
ぐ
。.
故
に
.
、
資
本
虫
義
の
爲
め
.
の
第
.ー
の
適

應
手
段
は
、
信

>«
に
關
し
て 

は
バ
そ
れ
を
廢
止
し
、
そ
れ
を
衰
退
せ
し
め
る
こ
--
?
>で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
ぅ
。/
註
1〕

^

.

1

2

)

•恐
慌
論w

修
IE
主
義 

•九

s
n
:七
：九〕
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力
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U

の

簾

方

法

た

|

業

家

聯

合

に

就

て

見

る

に

、
.
ベ

ル

ン

一

ュ

ダ

ィ

ン

崖

の

統

|

|

の

無
政
府
I

I

と

u

i

f

す
る
と
|

、
醫

日

く

、「

f

 

l

i
ま

配
的
な
盡
形
態
と
な
る
を
待
っ
て
初
め
て
問
題
た
り
得
る
も

の

で

あ
る」

と
。而
も

み

利

潤

雲

め

！

 

織
^
^
^

擴
が
れ
ば
、l

i

f
も
の
I

し
：:

し
;

る
。
|

れ
I

I

爲

顚

を

f

 

i

し
め
I

は
、
曽

需

f

s
醫

墓

る

I

f
す
る
。
そ
I

外
國
|

る
|

|

、
世
界
市
場
の
無
政 

ミ

I

f
た
の
系
反
U

?

國
I

糖
エ
粢
の
歷
史
が
S

一
例
で
あ
i

s

. 

S
 

Ir
r

r

d

m

l

l麗
の
一
の
證
的

f

し
て
の
み
考
へ
得
る
|

|

、
結
局
ヵ
ル
i

,
個

々

の

.

.體
の
組
較
に
依
っ
f

會
化
さ
れ
た
薬
の
一
部
は
ひ
私
■

本
に
轉
化
し
、
而
し
て
I

分H

そ
れ
ぞ
れ
自
力
で
y

i
管

「

I

l l
l l
T I

f

l

の
！

i

f

 而

も

一

墨

な
■

l l
I I

I '
f

l i

5 1

彼
女
i

上
の
如
く
.

I家
聯
合
も
亦
信
用
も
共
に
業
襄
的
社
會
の
無
統
制
を
益
i

f

共
に
、
そ

の

一
切
の
内
的
矛
f

m

A

s

I

:

1
s

j
f

は
し
、成
熟
せ
し
め
る
ー
觉
の
發
展
段
階
*

W

し
て
現
は
れ
る
も
の
^
見
る
さ
共
に
、
附
隨
的
現
象
^
し
て「

全
般
的
な
關
税
を
伴
ひ
"
個
々
の
資
本 

虫
義
國
間
の
對
立
を
尖
銳
化
し
，斯
く
て
資
本
家
的
li
t
界
經
濟
の
國
際
的
蚀
質
ミ
免
本
家
咖
國
家
の
國
民
的
性
賢
せ
の
間
の
，矛
盾
を
激
し
く
す
る」

0
.
1
4
0
'

. 

. 

“

丨
ザ
•
ル
タ
セ
ン
べ
ル
が
該
著
の
箜
S

以
後
大
體
に
於
て
撖
囘
し
修
:I
E
し
た
と
見
做
し
#
，る
論
點
を
除
け
ば
、
彼
女
の
反
對
論 

は
以
上
を
中
心
と
し
た
も
の
と
耷
へ
る
で
あ
ら
ぅ
。
®

^
從
つ
'て
べ
ル
ン
シ
ネ
タ
ィ
ン
の
•

「

社
會
主
義
の
諸
前
提
と
社
會
拔
主
黨
の 

任
務」

中
で
0
反

批

判

も

自

づ

と

以

，上

の

彼

女

.の
所
說
に
向
け
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

.

.

11
、
べ
ル>
シ
ユ
タ
ィ
>
の
反
批
判 

傲

用

の

.適

寵

ヵ

%

ル
ン
シ
ユ
タ
ィ
ン
は
信
用
の
適
應
能
力
に
就
て
日
く
、
彼
女
は
信
用
.を
第
に
破
壊
的
方
面
か
ら
の
み
論
じ
て
居
る
.が
、
マ
ル
タ
ス
も 

亦
信
用
.の
建
設
的
1

創
造
的
能
力
に
就
.て
述
べ
て
居
る
と
、：

又

「

彼
女
の
論
證
中
の
個
々
の
句
も
何
等
i

な
檢
討
に
耐
へ
得
な
い 

も
.の
で
，あ

る

。

」

即

ち

；.
.

,_

一
彼
女
は
信
用
に
就
て
述
べ
る12 . 『

信
用
は
坐
產
を
極
度
に
輝
張
せ
し
め
る
が
、
：併
し
交
換
を
最
小
の
原
因
に
依
つ
て
も
杜
絕
せ
し
め
、
斯
く
-て 

组
產
方
法
^
交
換
方
法w

の
間
の
矛
盾
を
壻
大
す
る』

>

o唯
彼
女
に
，對
し
て
措
し
む

'可
き

こ:̂
は
、
吾
人.は
こ
ル
句
.を
晋
人
の
欲
す
る
方
向
に 

轉
ず
る
C
Wが
出
来
"
而

も
1£
當
さ
を
央
は
ぬ
ミ
沄
ふ
こ
ミ
で
あ
る
0
詳
言
す
れ
ば
、
^

<の
該
句
の
第
ニ
.節
に
於
て
ニ
主
語
を
满
換
へ
、
そ
の 

他
は
前W

金
然
同
一
の
ま

\
に
し
て
置
く
こ
气
か
出
來
る
し
、又
或
は
信
^
は
生
產
>」

交
換
ミ
の
間
の
不
調
の
關
き
.を
婼
期
に
調
節
し
、以
て
生
產 

方
法
文
乂
換
方
法

w

の
對
立
を
消
滅
せ
し
む
‘る
三K

ふ
5」

が
出
來
る
し
、
而
も
斯
く
萁
ひ
換
.へ
た
士
て
何
れ
も
正
當
で
あ
る
。ぢ

5
. II

S
.
I
5
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激

^
i
d

修

II
-
:

虫翁： 

_

ト、
又

〗

女

f
 

f、
I

I

I響

I

I激成す

^
^

fは「
れ

財

1

じ
、
以て

i

l

f
 

I

I

I

減せし

I
吾
倉

職

謂

H

fベ
蓮

次に彼は信

/-
|

1

制度と投機との關係に入る

.°

S

 
通

■

_

8

II
ll

_

1 1
_

M

!f
;

ほ

■
J
H
i
r̂i
r

?

}
從？
ェ
置
！

l

m

“
c
n
u

I

l

f
 
I
 丨

I

I

®
益
i

的な

霧

I

f

 
I
、

動

i
lしく菌され

 

> 
鍵に計られ

fからで

l
i 

§ 

g
l
T
S

狀況變

唐過剩と

T

般的恐慌，
の倐件

.

.
.

\ 

の
も
の
S

I

S

、
'

E

f馨
|
管
が
惠

s

l

i

糸

可
能
な
ら
し

卜

G

I

I

I
め
た
の
で
I

 

f

f

生

產

過

剩

昼

1

避
く
可
I

I

」

.で
ぁ

る

こ

と

を

雪

。 

•
r
l

彳
ノ
の
エ
I

f

過
f

塵
ち
に
一
般
的
恐
慌

I

超
す
もQ.

と
I

へ
得
な
い
し
、
若
し
そ
れ
が
之
I

起
す
と

す

，

i

「

該'
.
H

業
が
赃
の
諸H

菜
の
.生
產
物

の
消

^

者
ミ

し

て

、

そ

の
..停
.止
が
直
ち
_に
他
の
諸
エ
業
を
も
停
止

さ

せ

る

ほ

ど

®

要
な
る
地
位
を
占
む
る
か
、
 

或
は
該H

業
が
命
融
市
場
の
媒
介
に
よ
り
、
.若
し
く
は
一
般
信
W
の
不
振
に
曲
っ
て
之
等
の
工
業
か
ら
生
產
續
行
の
.資
料
を
去
ひ
去
る
も
の
で
な 

け
れ
ば
.な
ら
ぬ
'。JCSS. •: rI7..Ils:r

.

.

.然

る

に

一
.國
が
.富
裕
.■に
な
る
^
、
，叉
そ
の
信
用
制
度
が
發
達
す
る
程
、
，
こ
の
後
の
方
.の
作
相
は
行
は
れ
さ
ぅ
.に
な
く
な
る
か
ら
で
あ 

る
。
そ
し
で
彼
は
茲
に「

資
本
論
，
|第
三
卷
策
一I

部

一

八

與

高

畑

氏

譯

第

三

卷

下

ー

！
一

.黃

)

を
^ 1

用
す
る
。
そ
こ
で
は
.マ
ル
..ク
ス
”
は
、
今 

.

日
よ
り
制
限
の
.多
か
っ
た
彼
の
時
代
の
金
融
市
場
を
見
て
-
市
場
の
擴
次
と
共
に
信
用
は
長
期
に
瓦
り
、
爲
め
^

収
引
1

益
々
投
罾
㈣
 

と
^
ら
ざ
る
I
得
ぬ
と
述
.ベ
て
届
る
の
'で
あ
る
が
、
ベ
ル
シ
ュ
タ
ィ
.ン
は
最
近
の
交
通
機
關
の
發
達
と
共
に
、
金
融
市
場
の
恐
慌
は
全 

然
除
去
さ
れ
ぬ
ま
.で
も
、
金
if
l
iTr
f
場
が
左
右
し
難
い
廣
大
な
商
業
的
企
業
加
ら
受
け
る
拘
艰
は
遙
か
に
少
な
<:
な

り
た
も
の
と
兒
る
の 

で
あ
.

4
。(

デ
1

100)

. 

"

a

1
ザ

ノ
ル
，ク
セ
ン
ブ
ル
ダ
が「

社
會
改
岚
か
革
命
か」

の
第
一
一
版
以
後
に
修
正
し
省
略
し
た
論
點
に
對
す
る
反
批
判
を
除
外
す
れ 

ば
、
cs f:
5
ベ
，ル
ン
シ
ラ
タ
ィ
ン
の
反
批
判
も
企
業
家
聯
合
の
問
題
に
進
む
の
で
あ
る
。
.:

命
業
家
聯
合
の
適
應
能
ヵ」

：

■

■ 

• ■

彼
は
八
土
業
家
聯
合
に
就

.て
は「

企
举
冢
團
體
の
窮
極
の
坐
仔
能
力
及
び
實
行
能
力
に
關
し
て
豫
言
な
ど
試
み
な
か
つ
.た
が
、
.併
し
企
、
 

業
家
圓
體
が
生
產
的
活
動
と
市
場
の
狀
況
と
の
關
係
に
箸
し
き

影
響
を
及
ぼ
し
、
m

て
恐
.慌

の

危

險

を

減

少

す

る

の

■

力
あ

る
こ

と

を
 

認
め
た
ケ
め
で
.あ
る
.と

.0
■
; 

I 

.

.

恐
慌
：論
泰
茈
主
靡
；

3

(11

三
七
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i

l

l

 主

義
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四 

l

i

 

."

然
る
に
彼
女
は
鍾
の
如
く
、
龜
家
國
歡
は
恐
慌
を
防
止
じ
#*
ふ

が

财

く

に

一

般

：§

に

穿

得

ず

と

說

く

 

(

前

揭

參

照

)

の
で
あ 

，
る
o
.斯
く

て

べ

ル

ン

、ご

タ

ィ

ン

は

彼

女

の

說

を

以

て

、

彼

の

：旣.に
i

し
去
ら
れ
た
勞
働
I

無
I

と

全

く
 

f

こ

と

な

く

、

又
 

賃
叙
恶
金
說
よ
り
も
^
弱
な
議
論
..で
あ
る
と
.云
ふ
0.
蓋
し

”商
ロ
m
市
場
に
於
て
は
常
に
た
V1.

霜
の
利
潤
が
分
配
せ
ら
る
椎
斷
は
未
だ
證
明
さ
れ
ざ
る
、
立
證

し

難

き

，

或
は
寧
ろ
誤
f

し
 

5

明
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
？
又
此
說
は
、
就
中
、
還

は

議

截

.の
移
励
に
.關
係
な
く
決
f

る
4

云
.ふ
こ
ミ

を

假
定
し

て

居

る

が

、

史
 

:

し
或H

I
S
:

の
利
潤
_
は
、
，
I

f
 

Iさ其
上
_

のI

害
技
術
的
碧
瀛
與
へ
ふ
れ
さ
へ
す
れ
ば
、
他
部
門
の
利
潤
を
減
ず
る
こ
£
 

な
く
し
て
附
加
さ
翁
る
も
の
で
t

o
換
言
す
れ
ば
、
不
I

的
費
用
の
減
少
、
菌
な
る
馨
の
杜
絕
、
|

紺
織
の
改
I

に
依
つ
i
 

、

加
さ
れ
得
る
の
で
I

。
而
し
て
企
槳
家
證
が
之
等
の
費
用
敗
少
、
競
，
杜
絕
、
組
織
改
善
等
の
爲
め
に
有
效
な
る
手
段
た
る
こ
ミ
は
明
由
で 

:

あ
る
。
利
满
分
郞
の
間
間
は
處
家
聯
合
の
芸
を
妨
害
す
^'
'切
の
理
由
の
中
で
：

最

後

の

.も

の

で
窆

S
.
I
2
2
〕 

カ

ル

テ

ル

と

資

本

の

休

止

.

.
:
'
:
\ 

,

'

.

.

次
に
彼
女
の
主
張
す
る
所
以
、
.

ヵ
ル
-

R

ル
を
以
.

て
利g

f

低
下
防
止
の
爲
め
に
は
蓄
"

積
さ
れ
た
’資
本
の
一
部
を
休
北
狀
態
に
置
か
ね 

ば
な
ら
ず
、
結
局
八
<

業

筆

麗

M

織
は
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
如
く
に

.

破
裂
せ
ざ
る
を
得
ぬ
：と
の
說
に
對
し
て
は：

：

.

.「

資
本
が
或
自
然
的
の
出
來
镇
、
例，
へば

恐
慌
の
如

tの
に
よ
つ
て
休
止
せ
し
？

气

I
の
組
織
に
よ
つ
て
休
止
せ
しろ

ら
る
、
の 

ミ.
は
、
全
く
遠
つ
た
こ
ミ
で
る
る
。
篮
し
一
方
に
た
V

一
 

時
的
の
休
止
で
あ
る
が
、
他
方
は
直
接
の
I

を
意
味
し
て
居
る
か
ら
で
1

0
然

る
 

に
彼
女
の
醫
に
は
、i

の
.

_

部
門
に
於
て
不
用
|

つ
た
資
本
は
た
V
其
：
 

一
S

部
門
に
.

於

て

の

み

用

ひ

.
ら

る

X
こ
ミ
が
：出
來
る
し
、
.又=

 

ひ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
辱4

が
：如
き
文
句
は
何
處
に
も
述
べ
ら
れ
て
ゐ
な
い
所
よ
り
見

れ

ば

、

彼
女
に
花

つ

て
は
、
I

部
門
.の
數
は
如
可

si

I
r
!
Ii

J
I
I
j

{
|

J|

i

1
I

.

^
•̂
哗
に
4-
興
へ
.b-
れ
た
一
觉
數
で
あ
る
.！y
v考
へ
ら
れ
て
居
た
も
O'
ミ
推
^
ざ
れ
み
。
併
し
こ
れ
ま
た
辦
實
ミ
矛
质
す
る
も
ひ
^
る
は
言
ふ
ま
で 

•
、

も
な
い
の
で
あ
る
。JCS.M22 〕 

： 

. 

■ 

•

•次
に
.
«
1ザ
•
ル
タ
セ
ン
ブ
ル
グ
の
^
後
.の
.非
_
、
即
ち
企
業
家
聯
合
は
國
內
に
使
用
し
得
ぬ
資
本
を
以
て
,

外
國
向
に
坐
產
す
^ ,

爲
め
、
非
常
に
低
い
利
满
率
を
得
、
而
し
て
そ
の
結
艰
世
界
市
場
を
.一
曆
無
秩
序
た
ら
し
め
る
に
至
る
と
.の
說
を
以
て
、
彼
は
そ
の
以

前
の
非
難
よ
り
は
幾
分
確
實
な
論
據
に
立
つ
も
の
と
評
し
て
居
る
。
併
1,
彼

は「

斯
か
る
方
法
が『

通
.常』

.行
は
れ
る
の
は
一
國

が

外

國

tし
‘て
同
一
程
度
の
報
復
を
爲
す
を
得
ざ
ら
し
む
る
程
.の
保
誰
關

税

を

設

け

，て
.カ
ル
テ
ル
に
保
護
を
與
ふ
る
場
合
の
み
で
あ
るj

と

見
石
。
而
し
て
.彼
女

の

，例

證

と

す

る

製

糖

業

に

は

保

護

關

税

の

一

層

荷

力

‘な
形
體
た
る
輸
出
獎
勵
金
：が
あ
る
の
で
、
此
制
度
が
彼
女
の

述
べ
る
如
き
結
朵
を
生
じ
た
の
で
あ
る
と
。
.而
も
此
場
合
に
注
意
す
べ
き
は

斯̂
く
の
如
き
恩
惠
的
の
施
载
に
反
對
す
る
運
動
は
、
*
か
る
施
設
.を
有
せ
ず
' 
從
つ
，で
其
砂
糖
生
產
粢
が
.輸
m
獎
勵
金
ミ
糖
榮
カ
ル
ミ

.を
苻
す 

.

る
諸
國
ミ
の
競
0
に
何
等
の
保
護
を
も
受
け
ず
し
て
、
當
而
し
で
ゐ
る
國
、
即
ち
^c

吉
利
に
於
け
る
よ
り
は
、
斯
か
る
施
設
を
狩
す
る
國
々
に
於 

「

け
る
方
.が
遙
，か
に
烈
し
い
迖
い
.ふ
こ
^
で
あ
る
O
Jバs. 

I
2
3
X-
钱
に
は
此
問
題
に
關
す
る
彼
の
例
證
を
省
略
す
る) 

べ
ル
シ
.シ
グ
ノ
ン
ィ
ン
の
企
業
家
聯
合
觐
:

\ 

:

;

:

■

:

.

ベ
.ル
ン
シ
キ
タ
个
ン
は
以
上
の
洳
く
彼
女
.の
所
論
を
反
駁
し
て
來
た
0;
で
あ
る
が
、
：併
し
彼
の
眞
意
は「

カ
ル
テ
ル
等
が
經
濟
的
進 

化
を
表
は
す
最
後
の
言
葉
で
あ
り
ノ
又
近
世
經
濟
生
活
の
矛
盾
を
永
久
に
棑
除
す
る
に
適
し
た
も
の
で
あ
る
な
ど
と
は
主
張
し
や
ぅ
と 

は
思
は
な
か
つ
た
所
で
あ
る
,-
.
と
。
否
寧
ろ

n余
.の
，確
信
す
る
所
を
述
ぷ
れ
ば
、
近
世

.

H

業
國
に
於
，て"力
.
ル
テル
及
び
ト
ラ
ス
ト
が
保
髏
關
P
に

よ

つ
て

維
㈱
さ

れ

、

そ

し

て
强
固
に
さ
れ 

恐
慌
論
ド
-
修
正
主
義
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は
な
ぃ
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獨

ぺ
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は
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な
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I
い

着

^

，
民
メ
果
し
て
か
時
？

期
力
る
鍵
狀
猶
に
甘
ん
じ
て
f
か
ど
ぅ
か
蒸
ふ
こ
メ
で
t
。」

ハS
.
I 

: 

:

.

:
fし
乍
ら
I

の
i

w

jは
、
假
令
麗
麗
に
ょ
っ
て
人
爲
的
に
庇
f
れ
て
f
 

I

.

V
經
濟
そ
i

I 

長

の

で

、
坐
產
を
市
場
の
‘景
況
如
何
に
適
®
し
む
る
純
變
的
手
段
で
あ
る
。
同

時

に

こ

れ

が

習

的

搾

で

^

、

か
る
手
段
た
り
f
こ
I
別
の
间
題
で
1
C
.併し
乍
ら
|

組
今
が
、

r

l取
の
手
段
て
あ
り
或
は
斯 

.
1す
る
I

I

Iの

1

"述
の
|

|
濟
I
段
5
ー|

質
に
於
て
は
、
I

聽

:
:

|

1

|

_

_

_

|

_

::1 

• 

r

s

m此
麗
合
は
外
國
の
霞
に
好
く
靨
し
f

の
.地
位
に
f

」

|

|
°
|

否
定
ず
f
、
即
ち
u 

J

I

.

_

1

|

|

|

|

£

• 

Uは

I

U

:雰

i

i

の

馨

|
。
警

i

霊

I

證

i

f

 

h

i

:

驗
を
？

居
ら
？

b
で
I

I〕

.暴
へ
斯
か
る
壽
の
下
に
在
っ
て
も
- 

J来
の
I

;
し

ゾ

 

.
•.與
へ
ら
れ
f

。
|

2

|

'
 

.

. 

'
.
.
.
.
.

ハ

.

.

.

.

も
將
：來
の
一
を

I

」

豫
見
す
る
爲
め
に
1

手
掛
は

1

般

的

恐

慌

と

歷

史

的

窜

實

,

u

_

.

l

f
 

Iと
は
マ
ル
ク
ス
• 

ニ 

X

I
 

i
は
一
八
ニ
五
年
、
一

八

署

一

八
四

七

年

、

一
I

、

1

ノ

七

憂

恐

慌

の

i
激
化
し
I

f
し
f

 

I

あ
る
が
、
と

の

一

還

f
 

|

根
據
は
右
の
如
き
事
f

I

僅
か
し
か
灌
し
な
か
つ
'た
も
の
と
ベ
ル
ン
t

.
ク
ィ
ン
は
見
た
。
そ
し
^

問

の

益

，々

短

縮

せ

ら

れ

：

る

の

は
資
本
の
集
！g—

l
螺
旋
形
を
成
せ
る

i

の
當
然
の
一
結
果
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
セ
居
た
の
で
あ
る
が
、

• 

- 

-

-

: 

' 

• 

f

之
、

--
-
*八
九
.四
年
に
至
り
、
.
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
循
環
期
問
の
新
た
な
る
延
長
が
始
つ
て
居
は
し
な
い
か」

と
云
ふ
前
述
の
推
宛
と
は
;|
1
1反

對

の

凝

問

を

起

，さ
V
る
を
得
な
か
つ
た
と
云
ふ
一
事
を
以
て
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン
は
之
等
の
恐
慌
が
舊
來
の
形
態
で
繰
さ
れ
ね
ば
な

ら
ぬ
.と
1衣
ふ
]̂

象
的
徘
論
;5
:

す̂
こ
^
-$
:
滅
め
，て
.：届
る
：4
:
.
の
と
...
見
：る
の
.で
'あ
-へる.。

.

.

:

 

‘

ま
た
彼
は
各
種
の
，

H

業
の
歷
史
は
そ
.の
工
業
の
'恐
慌
が
常
に
必
ず
し
も
所
謂
一
般
的
恐
慌
と
時
を
同
じ
ぅ
し
て
起
石
も
の
で
な
い
こ

と

を

泉

し

.て

居

り
'/
マ

ル

-^
ス
も
亦
^
資
本
論
卜
第
ー
卷
及
-び
笫
三
卷
に
於
て
ゝ
英
吉
利
の
木
綿
エ
業
め
歷
史
杧
關
聯
し
て
確
證
し
て

居
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
一
2\
ふ
0
又
彼
.は
マ
.ル
ク
ろ
が
旣
述
.の
如
く
、
..
周
期
的
恐
慌
の
物
的
舉
礎
：を
、
；固
宛
資
本
を
加
_速
度
的
に
|1
1
新
す

る
必
要
が
.あ
'
る
と
耷
ぶ
點
に
求
め
た
の
は
如
何
な
る
#'

合
に
も
眞
理
で
あ
る
ふ
見
る
。
併
し
乍
ら
被
は
こ
の
11

新

期

が

各

撖

エ

業

同

，時

:に
起
る
と
泛
ふ
ひ
は
犯
し
く
な
い
事
で
あ
る
> 

.
斯
く
て
ー
.般
的
大
恐
慌
の
原
因
は
.之
に
ょ
つ
て
觅
に
又
一
つ
除
去
さ
れ
た
の
で
あ
る
と 

.主
职
f
る 

o (

s
:
.
i
2
OT
'

〕 

. 

.

.
：

’
' 

ゾ

：
こ

：

，
；

、

,
,

〜

最
後
に
殘
さ
れ
た
問
題
.
. 

：
.：
.：
 

： 

'

:;•• 

•

.

斯
く
ザ
最
後
に
殘
る
の
は
.次
め
如
き
問
題
で
t

o

即
ち
近
代
1|
:

#に
め
け
る
坐
產
ヵ
の
增
大
，は
各
種
の
坐
產
部
內
に
於
て
繰
返
し 

坐
產f

 

■
文

惹

顧

；丄
、

そ
の
.

_
勞
«
省
の
僦

-#
女
不
馮
則
な
ら
1
め

、
:^
の

地

位

身

不

安

な

ら

し

や

彼

等

を

し

て

隸

屬

狀

態

に

陷 

れ
る
と
共
に
過
勞
と
失
業
を
惹
す
る
め
で
あ
る
0M-
も
此
弊
害
の
：極
端
：に
：な
る
の
を
防
此
ず
茗
爲
め
採
用
さ
'れ
る
各
種
の
^
法
の
ヰ
で
、

恐
.慌
論
ミ
修
：JL
屯
義 

lrt
:
: 
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エ
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笮
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#

意
に
—

並
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價
格
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^
黎
す
る
利
潤
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謹
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し
め
ん
ミ
す
る
傾
向
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O
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- 
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V
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,
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, 

斯
く
て
激
慌
に
對
す
I

本
義
的
防
止
手
段
は
そ
の
中
i

働
者
階
級
を
新
ら
し
い
、

一
曆
深
刻
な
奴
隸
鑛
へ
陷
れ
る
萠
f

往 

時
の
ッ
ン
フ
ト
ポ
上
の
_
產
上
の
特
權
制
度
へ
の
萠
芽
と
を
藏
し
て
居
る
：の
で
ぁ
る
0
故
に
彼
の
觀
る
所
で
は
.

'「

ヵ
ル
チ
ル
"
ト
ラ
ス
ト
：の
.
.

『

無
カ』
を
1
ー
ロ
す
を
ょ
り
は
、
、
寧

^

,

耍
i

る
Q
寒

の
.
.組
合
が
時
日.の
經
過
にf

て
ぞ
，1

マ
I
 

こ
ミ
は
、

一

そ
牙
自
瞭
勞
働#阡
級

にW?
.

第
1
1義

的

の

問

麗

：あ
-る
0
併
し
'此
問
.題

も

勞

働

者

還

駿

隱

に

對

す

.る

何
等
か
の
期_

ハ：

I

題
に
結
付
け
ら
る
、
場
笸
攸
、
層

に

緊

■

遠

题

名

：る

露

逢

。
1

響
>
る
場
合

U

は
、
力
ル
テ
ル
を
以

て

恐

慌

防

止

の

爲

%

9

S

,
Vへ
ル
.シ
、ピ
ュ
3

ィ
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祭

 ̂

て
居
る
か
に
見
ら

れ
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の
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0
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藍
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世
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j

係
或
は
ぞ
の
ヵ
办
迆
化
紀
先
躜
的
に
暖
齔
ず
.旮
ば
^
%
馨

ぁ

在

-
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ブ
ー
§

恐

慌

は

豫

想

外CD
:
-#'
部

时

出
^
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办

に
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起

さ

る

、
や

も11
り
_
队
ざ
を
も
0;
で
奴
る
、が$
若
し
假
W
に
：そ.れ
於
之
^
4

?
惹
起
さ
'る
ぐ

こ

ど

な.し
と
す
れ
ば
、
斯
か
る
«
慌 

が
純
然
た
る
鼢
濟
时
现
时
加
>̂
;
、
直
ち
：に
發
生
す
る
所
以
を
推
論
す
ベ
き
確
乎
た
る
論
據
は
何
等
作
せ
ざ
る
こ
と
、
な
る
の
で
ぁ
る
。」 

(
S
.
1
2
7
〕

而
も 

：

• 

.

1地
方
的
不
贽
氣
ミ
局
骱
肿
农
^

^
藍
く
部
ら
ざ
る
_も
办
で
^
奴
。
#

u
1f
!
:界
勝
ず
嫩
大
，德媒
裹
品
张
齡
の
龜
费
今 

BI
-
益

V

翁

揉

，辱
一
股
的
停
滞
は
不
诃
避
の
も
の
で
は
な
い
。
而
し
て
こ
の
食
料
品
绝
產
の
大
發
展
な
る
現
象
は
吾
人
の
問
題
にV

つ 

.

て
特
に
重
製
な
も
の
で
ぁ
づ
て
、
地
代
の
下
降
^
食
料
品
價
格
の
下
落
程
、
商
業
恐
慌
の
綏
和
^
そ
の
蕞
延
防
止
に
質
献
し
た
も
の
は
又
恐
ら
く 

.

無
い
の
で
ぁ
る
。
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¥

に
民
對
し
で
居
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：
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女

H
.

從

贰

叹

て

^
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挪
膝
，

修B
矛
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ニ
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ニ
ー
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八
六

)

, 

る
■

な
く
、.
.
.
.
を

_

過
剩

璧
ベ
ル
ン
シ

.ュ
タ
イ
ン
は
.第
叶
版C

一
 
九〇

11

年〕

序
文
中
に
於
で
は
、.ぞ
の
.當
時
勃
發
し
.た
諸
國
に
於
け
る
重
.要
エ
業
部
門
の
恐
慌
•

(

彼 

,

に
依
れ
ば
獨
逸
で
は
金
融
恐
慌
ミ
坐
產
過
剩
の
結
果
で
•あ
る
5

2)

は
彼
の
所
説
を
確
め
る
も
の
で
あ
る
^
を
主
張
し
て
居
る
。
又 

.そ
の
屈
.深
文
補
遺S ； 

S

に
於
て
も
、此
恐
慌
並
に
.
'一九
0
七
年
の
恐
慌
は
彼
の
反
對
論
奔
の
主
張
す
る
如
く
彼
の
說
を
杏
寧 

る
も
0:
で
な
く 

*

■
何

れ

も

長

期

麗

續

せ

」

す
、
:
約
ニ
年
の
.後
.に
は
■防
'逼
：さ
れ
た
。
■そ
し
で
を
い
公
式
の
豫
言
し
た
樣
だ
齡
の
不
振
時 

代
は
來
ず
に
■何
れ
の
場
合
に
も
四
五
带
^
續
し
た
新
し
い
繁
榮
時
代
が
直
ぐ
に
到
來
し
た
ノ
近
世
士
業
の
循
環
行
路
は
そ
の
狀
態
’ 

全
く
ー
變
'し
て
了
つ
た
の
で
あ
る
し
--
?
0
:

:

•彼
は
そ
の
後
の
箸
述
に
於
て
は
d

A

I

f
 

f

t

目d 

j

l 

1
9
2
1.

(

同
年
の
.伯
林
大
學
の
講
義
V
中
に
於
5

か
に
觸
れ
て

居
み
敢
へ
て
特
記
す
べ
き
も
の
が
な
い
。(

2 

3
&
.
1
9
2
3
.
5
5
.
5
>
5
5

〕

.

.

:■
,

:
.■
■
'

.:

. 

.

へ.

,

.

.

.
;H
: 

■

*
ウ
ツ
キ
イ
の
反
駁

ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の「

社
會
主
義
の
諸
前
提
と
社
#

|
黨

の

任

務

」(

•一
 

八
九
.九
年)

に
所
謂「

I

派」

マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
. 

.場
か
ら
、
社
會
段
生
黨
の
見
解
を
代
表
し
て
金
般
的
に
反
駁
を
加
へ
た
の
が
、
カ
ウ
ッ
キ
イ
の「

ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
社
會

民

黨

綱
 

領」(

一
八
九
九
年)

の
一
卷
で
あ
る
。

カ
ウ
ッ
キ
イ
が
恐
慌
に
關
す
る
彼
の
見
解
を
公
に
し
た
も
の
に
は
、
彼
の
起
草
し
た「

H

ル
フ
ル
ト
綱
領」(

十
八
九
一
年)

中
の
所 

識
を
別
し
て
は
此
綱
顧
を
懈
識
し
た
彼
の
慕r

「

ユ
ル
フ
ル
ト
綱
^

(
i

八
九1

一
年)
第
三
章
把
第
八
尊「

經

濟

的

獲」

と
第
九
飾 

.

.

.

.

i 

• 

.

「

慢
性
的
生
産
過
剰」

の
二
節
が
あ
る
。
併
し
同
書
の
所
說
は
質
く
別
と
し
'

 

栽
に
は
先
づ
_1
-
べ
'
ル
ン
.
、:1
タ
イ
ン
と
社
會
民
主
鼠
雛

領J

に
就
て
彼
の
•ベ
ル
ン
シ
4
ク
イ
：
ン
評
を
窺
，ふ

こ

と

に

す

る

:0
:

先
づ
カ
ウ
.ッ
チ
イ
に
依
れ
ば
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は「

社
會
中
：義
の
諸
間
題」

中
に
於
て「

社
#
主
義
は
こ
の
次
に
生
ず
る
世
梂
恐
慌

の
結
梁
に
な
る
で
あ
ら
ぅ」

と
沄
ふ
^

—

マ̂
ル
ク
ス
は
勿
論
、
比
較
的
宿
名
な
マ
ル
ク
ス
主
義
客
の
箸
作
中
に
は
發
見
さ
れ
も
せ
ぬ

——

說
に
反
駿
を
加
へ
、
之
を
前
記
の
彼
の
著
書
ま
で
持
込
ん
で
來
た
の
で
あ
る
。
從
つ
て
.之
等
の
議
論
と
社
#
主
義
の
諸
前
提
の
、硏

究
と
の
關
係
を
明
瞭
に
な
し
得
な
：4
の
で
あ
る
0
ハ
訊
こ
而
し
て
：

「

近
き
將
來
に
於
て
他
界
激
慌
が
必
ず
し
も
無
條
件
に
起
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
は
な
い
ゴ
い
ふ
こ
€
、
並
に
多
分
來
る
可
き
恐
慌
ば
個
々
の
產 

橥
部
門
€

個
々
の
國
ビ
い
ふ
形
式
で
现
.は
れ
る
で
あ
ら
ぅ
ミ
い
ふ
こ
'̂

が
明
か
に
さ
れ
る
ミ
す
れ
ば
、
そ
の
議
論
に
ょ0

て
何
が
.明
か
に
さ
れ
ね 

ば
な
ら
ぬ
か
を
問
ふ
て
み
て
も
無
駄
な
こ
ミ
で
あ
る
ド
恐
慌
の
上
述
の
惡
化
し
た
作
用
は
依
然
存
緻
す
る
の
で
あ
る
。」「

從
つ
て
^;
慌
を
ベ
ル
ン 

シ
ュ
タ
イ
ン
の
®
究
し
た
社
會
、壬
義
の
諸
前
提
か
ら
金
く
差
し
さ
は
-?
)
な
く
分
離
出
來
る
し(s. 
1
3
5

先
づ
ぺ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
恐
慌
の
十
年
囘
歸
を
反
駿
し
た
と
し
て
も
、
カ
ウ
ッ
キ
イ
は
斯
か
る
襄
は
彼
以
前
に
認
め
ら
れ
て
居
る

事
で
あ
る
し
、.何
も
十
年
囘
歸
說
は
マ
ル
ク
ス
.：の
學
說
で
は
な
く
、
そ
れ
は
過
去
の
經
驗
.に
依

.つ

て

確

證

さ

れ

た

蕻

實

で

あ

つ

た

に

外

な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
而
し
て
マ
ル
ク
ス
は
恐
慌
煳
期
を
發
^
し
た
の
で
は
な
く
®
察
しi

明
し
た
の
で
あ
る
。
而

も「

問
題
は
恐
慌
が

總
て
十
^
H/U
:に

！
：

歸
す
る
か
否
か
で
は
な
く
し
て
、
時
々
繰
返
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
あ
る
O
J
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f
キ
ィ
に
.は
べ
ル
ン
s

'
タ
ィ
ン
'が
第
三Q

疑
問
と
|

.
提

出

し

た

問

題'

(

前
述
七
丨
八
貨
參
照)

即

ち「

何
故
に
世
界
市

場

喜

用

歡

藍

張

ど

含

馨

加

身

場

慌

f

普
■

■

篤

黎

用
s

i

l

碧

着

知1
4

 
欲
で
敕
な 

o
'
f
s
:

i;
4
6

)

即

专

• 

;
■ 

•

.:
;
丫 

.

.

.

「

软

瘍

S

球

動

聚

吵

地

‘

或

ぼ

清

：

る

I

ば
f

 -

:
'
.
沛
^

^

.■
さ
れ
入
は§
«
る
：焉

世

思

，
^
9
^
.
铎

傷
5

を

嚣

せ

含

る

を

得

ぜ

る
 ̂

.
ま
.產

，々f

局
部
^
#
^
繁

の

運

令

ニ 

影
響
地
ら
る
'

^
る
。
信

侧

制

環

讀

_

歲
方
肩
に
作
用
:^
る
潰
な

^

2
る
9

%
こ
の
謹
こ
そ
_

2
發
的
擴
大
を 

.
愛

な
ち

し

め

，

同
じ
こ

.ベ

か
篇
の
！

沒

,;
0
て
も
华
る
で
^ >
ら

ぅ

、

而g

て
富
の
.賢
ミ
は

_

Q
蕾

に
猎

鮝

べ

美

本

の

f 

加

處

^

外
な
$

の
で
ぁ
き
確
辕

€

等
.の
嚴

、％

用
、
'
1 ^
攝

'關
の
姐
:|
:
に
依
つ
て
、
地
ヵ
的
^

容
§
:
遼

さ

れ

看

々

_

ぅ
”
斯

免

靡

ま

ン

^
ル
.ス
が
述
，べ
.て
璺
如

<
、
之
に
依
つ
て1:

系
の
恐
慌
篇w

恐
慌
.の
,

は
除
あ
せ 

ら
れ
名
•あ
ら
ぅ
、♦
、
こ

の

奮

基

^
 ̂

議

牛

；產
が 
一r

的
の
も
の
で

:

:
.あ
f
:す

を

、恐
慌
も
亦
一
般
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な』
ぬ
。好
景
氣
，し恐
慌
V

S
本
主
議
濟
に
於
て
は
瓦
に
不
可
分
に
結
合
さ
れ
て
思 

る
の
で
あ
る
.
乏
を
以
て
來
る
可
き
妓
慌
が
'、
M :
で
を
併
呑
す
る
最
後
の
恐
傲
で
な
け
れ
ば
な
、-
ぬ̂
.?.
:
友
は
ぅ
せ
ず
，る
の
で
は
勿
論

.な
，
い0」

.み
，

.

.

.

.-I46).

'
'
'
.
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广
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'
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.

.カ
ル
尹
ル
間
題
'
'
'
.
'
-

.
い

.

'

V 

..

.ヵ
ウ
.ッ
キ
ネ
は
ヵ
ル
テ
ル
が
恐
慌
を
險
去
し
得
ざ
'る
次
.笫
は
.旣
記「

H

ル
フ
.ル
ト
綱
領」

中
に
詳
說
し
て
居
る
の
で
あ
るo 

clt
'
c 

真

ぱ

或

5

1

てM

ペ
ル
ン
シ
'ユ
ク
イ
シ
I

'

i

l判
し
.た
.の
だ

と

美

.へ
る
o
.併
む
今
そ
の
奮
別
問
道
と
_し
，て
.べ
v 

>

fs
r'.
-
.
n
-
:
. 

:
,
l
:
: 

L

i

B

I

B

i

シ
ュ
タ
ィ
ン
說
に
關
說
し
て
見
る
に
、
カ
ル
.テ
.ル
は

'I
生
產
5:
制
限
し
統
制
し
、
從
つ
‘て
组
產
，過
、剩
と
恐
.慌
を
防
J1
1
ず
る
手
段
な
ら
ず 

や
0
|_
カ
ウ
グ
キ
ィ
は
之
5:
否
觉
す
る
の
で
あ
る
0「

ガ
ル
テ
ル
.の
往
務
は
資
本
家
.の
：
利

澗

を_增
す
こ
と
'で
あ
.る
。
'實
際
之
に
達
す
る
道
- 

<D
.
.•
つ
は
市
場
へ
の
供
給
ど
減
ず
る
こ
と
に
依
つ
て
、
-
.
價
格
を
、
從
つ
て
利
潤
率
を
騰
也
f

せ
.る
こ
と
で
あ
るV

 

.併
し
カ
ル
テ
ル
が
：
. 

.市
場
を
獨
卜
：

I

し
て
居
る
時
と
離
も
、
懷
格
^
や
た
ら
に
引
上
げ
.る

こ
と
の
出
來
ぬ
.の
は
明
白
な
こ
.と
で
あ
.る
。
.從
.つ
て
力
ル
テ
.ル
或
は
. 

ト
ー
ス
ス
ト
に
依
石
市
場
へ
の
供
給
制
腿
に
は
自
づ
と
限
度
が
あ
る
。(s. 

i)

： 

，「

；

ー
方
に
於
て
他
の
事
愦
に
し
て
等
し
^.
豐

、
变
く
张
鹿
さ
れ
る
ほ
ど
、
即
ち
概
し
て
生
產
：が
大
規
模
に
營
ま
れ
る
程
利
潤
は
益
 々

大
で
あ
る
？
斯
く
て
力
ル
テ
ル
の
榴
導
者
は
^
來
る
だ
け
制
^
し
，や
.ぅ
と
す
み
と
共
に
/|
1
來
る
だ
け
擴
|»
し
.ょ
ぅ
と
.も
：努
め
，る
の
で
あ 

る
0.
此
ニ E

的
を
達
す
る
爲
め
に
、
國
內
市
場
で
は
出
來
る
だ
け
供
給
が
限
淀
さ
れ
、價
格
は
最
高
可
能
の
利
潤
と
一
致
す
る
ま
で
引
上 

げ
■ら
れ
る
0
.而
：も
制
限
さ
れ
る
の
は
佻
給
だ
げ
.で
、坐
產
の
方
は
出
來
る
だ
け
擴
張
さ
れ
、
そ
し
て
.ぞ
：の
.餘
剩
ゅ
外
國
市
場
に
賫
捌
か
れ
、
 

そ
こ
で
は
生
產
費
だ
け
を
得
る
に
週
ぎ
.な
く
て
も
、
そ
の
販
路
の
あ
る
こ
-と
が
最
大
规
模
の
經
營
，を
常
に
繼
續
し
得
.さ
.
.せ
る
♦た
け
で
も

•
 

•
 
<»
 

1
 

*
 

、：
 

：

-
 

-
 

•
 

*
• 

.
i
.
.

有
利
と
な
一
る
の
で
あ
る
？

斯

ぐ

'て

へ

;
•
•■
 

,■ 

“ 

- 

* 

• 

; 

■ 

(

1

.

.

.

'

.

1大
量
生
產
が
間
題
ミ
な
る
即
ち
.輸
m
工
業
が
問
題ゴ
§
 V 」

こ
ろ
で
は
I

I而
し
弋
芷'に
.こ
れ
こ
そ
最
も
牛
：產1

W
.

を
惹
起
す
^

の
な
る
に 

.—

-カ.
.
.
ル
テ
ル
.'.
に
.依
-る
'生
產
の
制
酿
?
統
制
«
は
'期
待
し
.得
.̂
-
.い
-0
^」

4
7

)

.

.
：
，
.. 

'
'

ぃ
'
,
;

カ
ル
テ
ル
と
恐
慌
..: 

一
.-
..
.
-'
-
:':
•

•

'

H
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,
'
バ
ン
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、
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ソ
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パ
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V
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い
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次
に
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ウ
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は
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“
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■
恐

響

：

V
®

屯
義
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ニ
3

Q

5
 八



, 

恐
慌
f

蜜

產
 

二

四

I

九
0〕

イ

ン

が

、

ヵ
ル
テ
.
ル

と

トラ

.
ス
ト
が
保
誕
關
稅
I

り
强
固
i

f

れ
る
場
合
は
當
8

て

'
1

方
で
は
他
の
諸
作
用
と
相
俟
つ
.て『

少
な
く
と
も
今
後
相
當
の
期
間』

一
般
的
囊
恐
慌
を
起
I

ぅ

も
な
く
し
て
居
る
と

說
 

•

き
乍
ら
、.
そ
の
同
じ
カ
ル
.テ
.ル
の
.作
用
に
就
て
の
'こ
の
矛
盾
^

S

に
も
せ
ょ
■

過
乘
の
苦
管

_

せ
ん
と
す
る
努
力
な
る
以
上
、近
く
各
國
が
自
由
貿
f

採
用
す
る
見
込
が
な
い
も
の
と
見
做

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
.の
で
あ
？

、從
つ
て
べ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
說
の
如
く
に「

カ
ル
テ
ル
の
恐
慌
促
進
作
用
の
中
絕
が
、
自
由
貿
易
に
か
" 

は
つ
て
居K

と
す
れ
ば
そQ
作
；̂
は
見
透
しQ

"

來
•ぬ
遠
方
.に
あ
る
の
で
あ
.る
。」

そ
れ
ば
•か
り
で
な

く

「

多

く

の

又
最
も
强
大
な 

カ
ル
テ
ル
と
ト
ラ
ス
ト
と
は
、
唐

と

世

f

場
に
對
じ
て
の
投
寶
競
，意

激

し

く

す

る

こ

と

笑 

投
機
に
及
ぼ
す
誘
惑
に
依
つ
て
非
常
に
恐
慌
を
促
進
ず
る

作
用
を
爲
す
？

あ

る

。」

そ
の
投
機
に
就
て
も
カ
ウ
ッ
キ
ネ
は
又
之
が
ベ
ル
.ン
シ
：M
タ
イ
ン
の
說
く
如
く
、
必
ず
し
も
資
本
主
義
的
生
I

法
.の
小
兒
病
に
あ 

ら
ざ
る
靡
を
統
計
的
に
實
證
し
た
ひ
で
あ
る
。(

S
S
.
1
4
9
-
1
5
0
'

參
照)

;.
,

' 

カ
ウ
キ
イ
は
カ
ル
テ
ル
か
生
度
制
限
に
依
つ
て
實
際
に
恐
慌
を
排
除
し
得
た
も
の
と
隻
し
て
、
そ
の
場
合
に
於

て

勞

働

者

階
級
に

與
ふ
る
樊

I
雪

f
雲

s
f
.

極
端
に

f
し
め
る
に

f 

:

所
以
を
說
い
蕩
る
が
之
は

.
1は
霖

する。而して力

■ウ
リ
キ
イ
は
べ
ル
ン
グ
ユ
タ
イ
-ン
も
此
@
火
な
勞
働
容
階
級
に
及
ぼ
す
禍
寄
を
認
.め
乍
ら
、
恰
か
も「

社
會
代
廳
の
み
に
、
無 

救
の
解
放
と
無
屢
の
敵
に
對
す
る
不
撓
の
馨
に
期
す
る
こ
と
な
く
、
薇

的

.な
世
界
恐
慌
の
作

用

に

期

待

す

る

.有

力

な

る

入

t
 

.

 

布

す

と

ぃ

ふ

」

が

如

き

、
べ
ル
‘
ン
シ

•

チ

タ

イ

ン

の

强

迫

犟
K

囚

毖

て

居

る|

|

.
じ
.て
彼
0.
批

判

息

っ

て|
 

'

ベ
ル
.ン
シ
プ
タ
イ
ン
の
マ
'ル
ク
シ
ズ
ム
：批
判

:$
:

心̂

と

，
し

て

、

そ

の

.間
に
於
け
.る
恐
慌
論
に
關
す
.る
べ
ル
ン
，
シ
，
ル
タ
イ
ン

-
口 

I

■ 

» 

«•: 

-
 

•
 

.
 

-
 

.

.

.
+ 

>
•
，
•
•
.

*•
I 

.

-

•

'

'

'

-
 

<;
 

.

.

. 

•
-
. .

ザ
*
ル
.ク
セ
.ン
ブ
>
グ
^
-
-

-
べ
ル
シ‘シr{

ク
イ

ン-̂

-
カ
ゥ
ッ
キ
イ
の
論
爭
‘は
以
上
を
以
て
盡
き
て
思
る
。

,
論
爭
の

1^- 

> 

■
:
»

、

,
 

‘ 
.，
、

• 

• 

. 

,、
 

：
 

. 

4
. 

 ̂

• 

. 

. 

. 

. 

» 

* 

' 

i’-
 

 ̂

> -%.. 

- 

• 
• 

. 

• 

«
. 

»

V

今
彼
等
の
論
爭
の
趾
を
願
み
る
に
、
.ベ
ル」

ン
，シ
-ュ
タ
イ
•ンa

批
判
ば
マ
ル
.ク
シ
.

K.

ム
1H
-
I題
の

全

般

に

.亘

っ

た

極

め

て

廣

汎

な

も

の

で

/ 

• - 

-

.
: 

.
 

.
 

.
 

I 

i 

. 

»
» ニ...： 

. 

- 

. 

•

あ
っ
て
、
恐
慌
は
僙
か
に
そ
の
一
部
に
_
す
る
問
題
で
あ
っ
た
。
從
っ
て
カ
ゥ
ッ
キ
イ
.の
反
駿
に
於
て
も
同
樑
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
彼

• 

. 

. 

* 

. 

•
• 

• 

- 

■ 

. 

. 

‘ 

- 

-
: 

» 

.

.

.

.

等
の
重
1

雜

|

は
外
に
ぁ
っ
き
で
I

ミ

々

ッ

キ

イQ

如
I

I

洽

I

初
か
ら
明
か
に「

I

集

I

及
び
社
I

 

泣
激
化
の
學
說
に
比
し
て
は
、
周
期
的
經
濟
恐
慌
說
は
第
ニ
靡
的
性
質
の
も
の
に
過
ぎ
な
ぃ
'0
し
ヌ
1
3
5
.

)

又「

恐
慌
を
、
ベ
.ル
ン
シ
、 

汐
イ
ン
の
研
究
し
た
社
會
1

|

前
提
か
I

し
さ
は
力
な
べ
分
離
出
來
る
：
：こ

..

の
問
題
を
飛
ば
し
て
.次
の
問
題
に
移
っ
て
も
差 

し
つ
か
へ
な
い
o」(

s
. 13

6
〕

と
述
べ
て
居
る
理
で
あ
る
？

， 

,

• 

• 

• 

. 

• 

- 

- 

»
5 

• * 

.
 

,
 

* 

<
• 

.

. 

-

-

兎
角
論
帝
と
一
ヰ
ふ
も
の
は
本
旨
そ
離
れ
て
末
節
枝
葉
に
亙
り
、或
は
、次
第
に
問
題
外
の
橫
遒
に
入
り
、
或
は
そ
の
場
限
り
の
擧
足
取
り 

に
な
.っ
た
り
し
た
が
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
此
恐
慌
の
論
#
の
場
合
に
は
初
め
か
ら
.マ
ル
ク
ス
.
.エ
ン
ゲ
ル
ス
說
の
本
質
が
把
振
さ

れ
て
居
な
か
っ
た
様
に
思
は
れ
る
。
或
ば
少
な
く
と
も
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
を
擁
謹
せ
ん
と
す
る
芷
統
派
侧
に
於
て
マ
ル
ク
ス
の
名
に
於
て

•
 

■
 
*
 
■
 

/.
 

..
 

.

.

. 

.
•
.
.
.

•

•

.

 

,

す
る
反
駁
と
し
て
®
だ
し
く
用
意
不
足
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。.
マ
ル
ク
ス
批
判
の
立
場
に
立
っ
ベ
ル
ン
シ
ユ
タ
イ 

.
ン
の
所
說
に
は
、
マ
ル
ク
ス
恐
^

^
の
所
在
の
ー
端
に
觸
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
併

し

-1
.]
[
1統
派」

か
ら
は
之
に
對
す
る
適
切
な
る
解 

答
は
勿
論
與
ベ
ら
れ
な
か
っ
た
。(

ロ
ー
ザ
•
ル
タ
セ
ン
べ
ル
グ
の
說
の
如
き
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
ク

イ

ン

に

依
っ
て
却
っ
て
マ
ル
ク
ス
の
名 

恐
慌
論w

修

JT
.中
：義 

こ

五

0
1
三
九
1)



恐
慌
；論
ヒ
修
.31
*
虫
蘧 

.

:

.

, 

.

'

.
、 

ニ
.六 

OII1I 
九 
二)

，に

依

？

反

駿

せ

ら

れ

、
或

は

.後

に

星
:

、
要

すI

マ
■.ル
ク
シ
ズ
：ム
1

奪

ん

と

す

■

は
、

:

達

が

足

I

忿

I

で

盡

‘裔

斷

片

耀

た

i

 

2

.恐
I

に
I

t

 

o

f

s

f

念

が

I

。
か
く
て
斯
か
る
.意
味
、
伽

I

I

:
マ
2

說

1

碧

,

I

I

論
の
修
f

、
之
に
對
す 

- 

る
反
駁
な
セ
の
論
郇
を
聞
く
に
は
尙
時
^
俟
た
ね
被
な
ら
'&
か
.つ
た
の
'で
ぁ 
る

:0
c:i
.c

管

$

1

部
の
：半
ば
I

め
！

：

P'

妹

砸

實

の

カ

ル

テ

ル

、
，ト

.ラ
？

問

,®
で
ぁ
り
た
。
今
日
か
ら
見
れ
ば
、
.此
i

唯
i

 

的
興
f

f

 

I

fぬ

為

I

名
。
^
し
こ
れ
ぞ
第
s

l

f
か
け
て
の
カ
ル
テ
ル
、
ト
ラ
ス
ト
の
新
興
S

力
が
當
時

養

て

譲

家

侧

I

歷

碧

非

常

I

つ
f

。
こ
の
新
|

|

知
,

签

意

.？
篇

奏

兹

f

為

隊

多

湯

期

待

J

義

不

安

I

し
た
I

は
、
&

|

中
に
も
S

知
i

f

の

i

 

f

8
忙

於

け

る

此

或

霞

!

て
、
l

，

r顧
f

れ
I

I

義」

又
は
今
这
於
け
る「

資
本
主
義
の 

.

鶴

銃

制

著

計

觀

S

」

に
S

さ
れ
て
居
I

見
る
f

出
來
る
で
f

ぅ
。
#
し
今
.

I等
の
I

の
持
つ
魅
力
は
到
底
第
十 

JL
I

末
に
於
.
l

,

fル
め
有
し
た
そ
れ
忙
比
す
可
く 

I

い
め
I

今

藍

し

之

S

說
は
實
打
S

有

I

Q
蟹

豪

產

Q

I

て
、
そ

れ

怎

I

れ
る
制
度
f

 

I

l

f

 

fを
f

の
で

あ
る
か
を
菩
々
に
敎
へ
て
來
た
か
ら
で
ぁ
-2
>
0 

•

5

ゥ
ッ
キ
ィ
找「

覆

S

界
恐
慌
の
作
用
忙
期
待
す
.る」

人
.々
.が
I

爾

1

中
I

る
如
く
考
へ
る
の
は
、
く
レ

ン

シ

-

I

B

i

s

i

i

B

^

B

E

I

l

B

^

B

i

i

B

l

l

l

s

j
 

_
,
,
.

1

1

1

1

1

1

1

1

^

タ
イ
ン
の
强
迫
觀
念
で
あ
る
と
難
じ
て
居
る
が
、
而
も
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
以
來
獨
逸
社
會
段
主
黨
の
中
に
は
、
.暗
默
の
う
ち
に
斯
か
る 

精
神
と
斯
か
る
期
待
が
存
し
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
少
な
く
と
も
べ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
し
て
斯
か
る
觀
念
を
懷
か
し
む
る
に
足
る 

だ
け
の
髿
圍
氣
を
釀
し
て
居
っ
た
も
の
と
は
一K

へ
る
で
あ
ら
う
。

修

JH
主
義
に
關
ず
る
論
爭
に
於
て
ベ
ル
ン
シ
チ
タ
イ
ン
、
カ
ウ
ッ
キ
イ
何
れ
が
勝
っ
た
か
に
就
て
は
種
々
の
意
見
が
あ
る
で
あ
ら
う
。 

「

JE
統
派」

マ
ル
キ
ス
ト
が
カ
ウ
ッ
キ
イ
の
勝
利
を
信
じ
た
の
は
勿
論
の
事
で
あ
る
。
併
し
例
べ
ば
崩
壤
論
に
就
て
グ
ロ
ス
マ
ン
は
べ
ル 

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
を
稱
へ
、
又
ブ
ハ
リ
ン
は
資
本
主
義
的
蓄
積
の
一
般
法
則
に
關
聯
し
て
n
.r
h
銃
派
の
修
疋
派
に
對
す
る
完
全
な
る 

降
服」

を
認
め
た
。
又
コ
フ
マ
ン
監
_

「

マ
ル
ク
ス
主
義
經
濟
學」

は
カ
ウ
ッ
キ
イ
の
ベ
，ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
批
判
は
rfe
に
そ
の
當
g
IJ
J

, 

J
.
.
*
.
.
.
.
-
.
.
.
.
-
;
- 

?
• 

- 

.

摇
と
中
途
半
端
4
遁

辭

と

毅

胜

が

現

は

れ

て

，展

光

」

.备
評
を
卞
む

.て
短

々0〈

|
 >

，恐
.避

|

に
關
す
る
限
り
に
於
て
は
、
そ
の「

屯

途
半
端」

と
运
ふ
程
度
め
評
は
卞
ん
得
る
も
め
^

^
ふ
:0
で
あ
る
-0

併
し
こ
：の
修
g
EI
i

g

o

lに
婦
私
て
§

拢
€

«
と
:1
>ザ
城
當
1

^
 

H

ベ
ル
の
威
望
と
カ
ウ
ッ
.キ
イ
の
マ
ル
ク
ス
辯
護
法
と
ば
猶

多
黨
員
を
承
服
す
る
に
足
り
、
リ
ュ
ベ
ッ
ク(

一
九
〇
ー
年)

ド
レ
ス
デ
シ(

一
九
〇
三
年)

の
大
#
は
べ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
行
業

蒞
し
く
は
修
正
主
義
典
衮
を
非
#

す

る

决

を

可

決

し

た
0

1

じ

:■
.

■

.

■

.
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-

註
一
以
下
カ
ウ
ツ
キ
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の
引
用
文
は
>
M
u
e
i
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u
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ル
キ
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ズ
ム
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U

^
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恐
慌
諭
过
修
疋
主
鶉 

-
 

•

二
八 

'OHI1

九 

s

箸

•^
論
書
诗
に
は
ま
だ
マ
タ
ス
霞
論
の
最
為
容
資
料
^
餘

罌

蹵

&

窘

れ

て

居

な

か

っ

た

。

カ

ウ

ッ
キ

イ

の

恐 

ぼ

f

や
く
まI

っ

た

形

式

で

穿

れ

た

の

は

、

f
 

?
バ
！
 
？

の
著|

恐
慌
史
論

」

中

の
i

ス
恐
慌
論 

•
 

I 

r

m

l

に
對
す
るI

I
文

に

於

て

之

っ

た

忌
I

 

I
 

s

?

f

) 
3
0
 Bd. Nr, 2. 5

0
0

力
I

 

イ
は
此
論
文
中
で
I

過
少
f
 

i
過
剩
f

の
調
和
に
依
ヴ
て
マ
^

ズ
說
1
說

明

せ

を

し

て.居
る
の
で|

カ

ウ

ツ
キr 

.

H

^

l

l

f晨

I

に
I

讓

は

此

論

文

の

所

説
I

。
之
等i

f

他

日

の

響

に

開

陳

し

た

い

'te
四
：
有
澤
、.森
谷
兩
麻
譯「
資
本
の
蓄
積
並
に
崩
德
.の
理
論」

九
コ
贺
。

...

‘ 

••
へ口レ

.タ•リ
ア
科
學
研
究
會
譯

7
資
本
蓄
積
芒
恐
慌
の
理
論
し
三
ー
頁
0
ぐ

席
房
直
刃
、西氏共譯コフマン監輯：

•マルクス主義經濟學

|

第一卷三九〇

|

註五小瘐斅授、近世社會思想史大毁

j 

ニ七三良

。
：

-
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本

邦

財

政

の

必

然

的

動

向

ミ

累

進

：
：

:

課

税

の

經

：濟

的

作

用

に

就

て

:
高
’

本

壽

 

一

■

現
在
の
世
界
經
濟
恐
慌
が
、
.從
來
Co
.恐
慌
と
異
つ
て
、
す
べ
て
の
.生
產
部
門
す
ベ
てQ

.

資
本
主
義
國
に
及
ぶ
一
般
性
を
有
し
、
ま
た 

其
深
刻
さ
に
於
て
史
上
其
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
す
べ
て
の
人
の
認
め
る
所
と
な
つ
て
居
る
。
恐
慌
下
に
あ
る
國
民
經
濟
槳 

情
は
必
然
其
國
の
財
政
に
影
響
を
現
は
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
國
際
聯
盟
刊
行
の
調
茶
報
吿
は
'
，一
九
三f

年

八

月

ま

で

の

事

情

'に
つ
い 

V
「

繼
續
的
不
況
は
本
苹
に
•於
て
財
政
事
情
に
漸
く
典
金
幅
の
影
響
を
現
は
し
始
め
.た
。
租
稅
收
入
は
乳
る
處
に
於
て
減
退
し
、
豫
鮮 

.均
衝
の
諸
困
難
は
著
し
い
b
.

1

.の
結

艰

と

し

て

政

府

S

業
の
經
費
節
減
を
行
ふ
.が
實
質
的
投
务
額
を
減
少
せ
し
め
る
傾
向
が
あ
る
。
之 

等
財
政
上
の
困
難
は
財
政
的
蕋
礎
の離

；！

な
る
若
于
の
國
々
に
於
て
の
み
な
ら
ず
、
或
偾
攒
國
に
於
て
す
ら
現
は
.れ
て
居
る
。
世
界
の 

.金
融
安
定
の
信
賴
を
減
退
せ
し
む
る
に
貢
献
し
て
.居
る
要
因
の
—*
と
し
て
1
此
琪
は
多
大
の
蜇
要
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る」

と
記
し
て 

:
本
邦
財
政
の
必
然
的
動
向
ミ
粜
進
課
税
の
經
濟
的
作
用
に
"就
て 

.二

九

o
I
n
l

九
S


